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●「荒廃するアメリカ」の教訓
　1980 年以前のアメリカ合衆国では、道路の維持管理に十分な予算が配分
されず老朽化が進み、80 年代初頭に「荒廃するアメリカ」とよばれる劣悪
な状態に陥りました（図 1-1-1）。その後財源を確保し維持 ･ 修繕に重点を置
いた予算を組み、欠陥箇所の数は減りましたが、20 年経っても補修が必要
な橋が約 17 万橋（全体の約 30％）もあるという状況で、2007 年にはミネア
ポリスで幹線道路の橋梁が人々の目の前で崩落し、世界に衝撃を与えました。

●高齢化する日本の社会基盤
　道路を構成するさまざまな施設は多種多様な材料でできています。コンク
リートや鋼鉄などの近代的な材料が使われ始めた 19 世紀から 20 世紀初頭の
頃は、当時最新の材料を使った構造物がどれぐらいの期間持ちこたえられる
か、データがありませんでした。
　1923（大正 12）年に起きた関東大震災の復興事業では永久橋という言葉
が使われ、新設の橋の永続性を疑わなかったことがうかがえます。20 世紀
後半に入り、先進国では半世紀を経た道路や橋などの社会基盤が劣化すると
いう事実に直面し、維持・修繕が遅れると現代文明社会は機能不全に陥り、
産業や日常生活に大きな支障をきたすことを認識するようになりました。
　日本では 1960 年代の高度経済成長期に道路整備が急速に進められました
が、2010 年代には建設後 50 年以上経過した道路施設が急増し、維持管理を
怠って損傷を放置すると「荒廃するアメリカ」と同じ状態になり、大規模な
修繕工事などの高額な財政負担が生じる恐れが出てきました（図 1-1-2）。
　アメリカでの教訓を生かし、損傷が軽微な段階で対策を行う予防保全を実
施して、ライフ・サイクル・コスト（LCC ＝生涯費用） （1-5 参照）を下げ
る必要があります。人体の循環器と同様に日頃の健康管理と適切な予防措置、
早めの治療が大切なのです。

蓄積した社会基盤の高齢化
1



１
・
道
路
保
全
の
時
代

11

図 1-1-2　 建設後 50 年以上の橋梁の数とトンネルの数

図 1-1-1　 日米の橋梁の建設年の比較

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

60,000

数 数

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0
1995 2005 2015 2025 年1995 2005 2015 2025 年

トンネル数橋梁数

一般国道
地方道

一般国道
地方道

資料：（社）国際建設技術協会資料より作成

資料：道路施設現況調査より作成

橋梁数
（千橋梁）

橋梁数
（千橋梁）

※全橋梁を対象

建設年

1901
～05

0

0

4

8

10
20
30
40
50
60

1911
～15

1921
～25

1931
～35

1941
～45

1951
～55

1961
～65

1971
～75

1981
～85

1991
～95

2001
～04

1901
～05

1911
～15

1921
～25

1931
～35

1941
～45

1951
～55

1961
～65

1971
～75

1981
～85

1991
～95

2001
～04

建設年

30年早く高齢化

2010年代に多く高齢化

1980年代に多く高齢化

※国道・都道府県道の橋梁を対象

米国の橋梁の建設年

日本の橋梁の建設年



12

1

●劣化と変状
　劣化とは、鋼材の腐食のように時間の経過に伴って進行する部材や材料の
性能の低下をいいます。変状は損傷・劣化そのほかの原因により構造物の表
面に現れる異常のことです。コンクリートのひび割れなどがその代表例です。

●長期的な変化
　長い時間をかけて発生する道路施設の劣化や変状は、経年変化、老朽化と
もよばれ、風化、塩害、地盤沈下、雨水や地下水の流入など、複数の原因が
作用して生じることがあります。鋼橋の塗装にできた小さな傷から錆が発生
して腐食が徐々に広がることがあるように、原因となる状態を丁寧な点検で
早期に発見し、深刻な変状に至る前に補修することが大切です。

●突発的な変化
　交通事故による道路施設の損壊は目に見える急激な変状の典型です。ほか
にも火災、強風による飛散物の衝撃や折損、河川の氾濫による水害、地震・
津波などによる被害があげられます。道路の地下を占用する上水道管の漏水
や下水道管の破損などによる道路陥没は、舗装の下の路盤やその下の層が流
水で流されて空洞化し、通行車両の荷重を支えられず路面が凹み崩落に至る
現象です（図 1-2-1）。
　地震動で地下水位の高い砂地盤に液状化現象が起きると、比重の大きい構
造物が埋没したり倒れたりする一方、舗装や比重の軽い下水管が浮き上がり
ます。
　丘陵部や山間部で発生し道路を塞ぐ地すべりは、地中にできる地質的不連
続面（すべり面）より上の斜面を形成する土砂や岩の地塊が移動する現象で
す（図 1-2-2）。すべり面を持たない表層部の崩落である斜面崩壊（土砂崩れ・
がけ崩れ）や土石流などの土砂災害も、道路の損壊を生じる原因です。

道路施設の劣化・変状の原因
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図 1-2-1　地下埋設物からの漏水による道路陥没の発生メカニズム

図 1-2-2　 地すべりの発生メカニズム
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